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賞 氏 名 クラス 題 名 

特別賞 

（北海道知事賞） 
竹内 友羽愛 3D イマジン？ 

特別賞 

（北海道教育振興会長賞） 
藤田  千草 3A 今日を生きる 

優秀賞 伊藤 ひばり 1C 不易と流行 

優秀賞 西田  文香 2A 見守る温かさ 

優良賞 齊藤  成海 3A 命の選択 

優良賞 加藤 ななみ 3A 「普通」とは。 

優良賞 武山  知莉 3A 私のバベルの会 

 第６８回青少年読書感想文全道コンクールの表彰式が１２月４日（日）に札幌グランドホテルで行わ

れました。本校からは竹内友羽愛さん（３年）が表彰式に参加し、特別賞（北海道知事賞）を受賞しま

した。また本校も読書普及活動、研究活動に対し贈られる学校賞を受賞しました。全道コンクール受賞

者は以下の通りです。 

Ｑ１．受験に向けてどのように勉強していましたか? 

Ａ．推薦入試で口頭試問（文章の音読）があったので、共通テストの問題を

音読して、推薦入試と普段の勉強のバランスをとっていました。面接練習は

１０回くらい先生と練習し、上手くいかなかったところはその時間内に改善

できるように先生に質問したり練習したりしていました。 

Ｑ２． 将来はどのような道へ進みたいですか？ 

Ａ．将来は中学の国語の教員を目指しており、生徒が自分の思ったことを思

ったように伝えられるような言葉の教育に力を入れたいです。 

本校野球部では、士別地区の野球の普及・育成に関する事業に取り組んでいます。１０月１５日（土）

には市内中学生の協力のもとキッズフェスティバルを実施いたしました。「みんなで野球で遊ぼう」をテ

ーマに年少から小学２年生までの６０名の子供たちに参加をいただきました。初めてのキャッチボールの

体験やティーボールの体験をして、一緒に野球で遊ぶことができました。北海道高野連・日本ハムファイ

ターズの協力で参加者全員にグローブ・帽子・スポンジボールをお渡ししました。 

１１月１３日（日）には１０年目を迎えたベースボールフェスティバルを行いました。名寄市の小学校

のチームを含め約１００名の小中学生に参加をいただきました。午前中は新体力テストを行い、午後はポ

ジション別に練習を行いました。新体力テストは自分の体力レベルを身体の発育状況を踏まえた評価をし

て即日にフィードバックしました。冬季間のトレーニングに生かしてもらいたいです。 

３月１２日（日）には第２回目のベースボールフェスティバルを行う予定です。多くの皆様の参加を待

っています。 

将来、教師を志望している２年生が市内の小中学校へインターンシップに行きました。１１月１４日

（月）・１５日（火）は士別南中学校へ３名、１１月１７日（木）・１８日（金）は士別小学校へ２名、

１２月１５日（木）・１６日（金）は士別中学校へ３名がお世話になりました。参加した倉口楓さん（２

年）は「生徒との関わり方や授業の仕方などを見せていただき、実際の教育現場で学ぶことができたこと

は大変貴重な経験となり、将来について考える良いきっかけになりました。また、先生方と話した際に

様々な質問をすることができ、とても有意義な時間を過ごすことができました。」と話しています。 

１２月１６日（金）現在、国公立大学の総合型選抜・学校推薦型選抜入試で計１０名が合格しまし

た。また、私立大学でも北海学園大学、札幌保健医療大学、北星学園大学などに合格しています。就

職ではコロナ禍の影響もありながらも公務員及び各事業所から多数の内定をいただいております。 

Ｑ１．受験に向けてどのように勉強していましたか? 

Ａ．自分の将来像を明確にして自分の軸をしっかりと持つ必要を感じたの

で、面接練習のなかでの自分の答えを自問自答し、大学で学びたいことをは

っきりさせました。普段は休み時間に単語を覚えたり、わからなかった所は

すぐに先生に聞いたりして推薦入試の準備と勉強を両立していました。 

Ｑ２． 将来はどのような道へ進みたいですか？ 

Ａ．将来は自分の好きな英語を通して１人１人の児童に寄り添う小学校の教

員を目指しています。小学校で必修化された英語分野でも活躍したいです。 
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高体連名寄支部 

新人卓球大会 

男子学校対抗 優勝  

女子学校対抗 優勝  

男子ダブルス 優勝 寺田 綾人・寺田 大翔（２年） 

３位入賞 片庭 教達・上杉 海斗（２年） 

ベスト８ 江川 優紀・井上  空（２年） 

女子ダブルス 優勝 市川 憂衣・湊   好（２年） 

３位入賞 和田栖奈（2年）・髙山翼妃（１年） 

男子シングルス 優勝 寺田 綾人（２年） 

準優勝 寺田 大翔（２年） 

３位入賞 片庭 教達（２年） 

ベスト８ 上杉 海斗（２年） 

ベスト８ 酒井  蓮（１年） 

女子シングルス 優勝 湊   好（２年） 

準優勝 市川 憂衣（２年） 

３位入賞 和田 栖奈（２年） 

高体連名寄支部 

新人バドミントン 

選手権大会 

女子団体 準優勝  

男子団体 ３位  

名寄支部南ブロック 

高校バスケットボール新人大会 

男子 ３位  

女子 優勝  

２１日（土）１年総合学力記述模試 

     ２年公務員模試 

２２日（日）英語検定1次、全商簿記実務検定 

２３日（月）3年考査期間（～３１日（火）） 

スキー授業（１AB） 

２４日（火）スキー授業（１CD）、図書館バス 

２６日（木）スキー授業（２AB） 

２７日（金）スキー授業（２CD） 

２８日（土）漢字検定、数学検定 

３９日（日）全商情報処理検定 

３０日（月）スキー授業（１AB） 

３１日（火）スキー授業（１CD） 

１２月１６日（金）に総合ビジネス科発表会が行われました。先月行われた総合ビジネス科実技大会の

表彰後、２年生が参加したインターンシップや北海道商業教育フェアの発表報告、３年生が実施した実習

販売や天サイダーなどの課題研究の報告がありました。 

発表会は、インターンシップと課題研究の体験で学んだことを発表することで、自らの体験を振り返る

とともに学習の成果を報告することが目的で行われ、３年生はこれまでの活動の集大成となる機会、１・

２年生は先輩の発表を見たり発表をしたりすることを通して自己の更なる成長につながる機会になりまし

た。 

 

この通信は阿部新聞店様、道新平中販売所様、鈴木販売所様のご厚意により、地域の皆様に無料にて配布さ

せていただいております。 

〈発行者〉北海道士別翔雲高等学校 担当：総務部〈電話〉0165-23-2908〈FAX〉0165-23-2911  

〈ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ〉http://www.s-shoun.hokkaido-c.ed.jp/      

〈E-mail〉s-shoun@hokkaido-c.ed.jp 

※上記のホームページでカラー版をご覧いただけます。 

 

 １２月１２日（月）に１年生の『公共』の授

業で選挙啓発出前講座が行われました。講座で

は、選挙制度の概要や投票参加の意義について

の講義を受けたり、選挙啓発の DVD を鑑賞し

たりして、最後に模擬投票を行いました。模擬

投票は北海道選挙管理委員会や士別市選挙管理

委員会の協力のもと、実際の選挙で使用してい

る投票箱や記載台を用いて「被選挙権年齢」を

模擬争点とした投票体験を行いました。 

 １日（日）元日、年始校舎閉鎖（～３日） 

 ５日（木）共通テストＫパック① 

 ６日（金）共通テストＫパック② 

９日（月）成人の日 

１４日（土）大学入学共通テスト① 

      総合学力記述模試（２年） 

１５日（日）大学入学共通テスト② 

１６日（月）自己採点 

１７日（火）全校集会、休み明けテスト 

      身だしなみ指導 

１９日（木）スキー授業（２AB） 

２０日（金）スキー授業（２CD） 

12 月７日（水）５・６時間目に、高校生

進学支援の会主催の職業・学問発見フェアが

士別市勤労者センターで実施されました。生

徒は計３９の大学・専門学校のブースの中か

ら３回ずつ話を聞いて回り、それぞれの大

学・専門学校で行っている学問的な内容の話

を聞くことができました。進路選択は１年生

の頃から自らが主体的に調べ、切り拓いてい

くことが大切になります。今回の活動で進路

への意識付けができたようです。 


